
一
国
際
テ
ロ
情
勢
と
警
察
の
対
応
一

呷
国
際
テ
ロ
情
勢

l
　
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
動
向
と
国
際
テ
ロ
の
脅
威

平
成
一
八
年
の
国
際
テ
ロ
情
勢
は
、
依
然
と
し
て

厳
し
い
ま
ま
推
移
し
ま
し
た
。
一
三
年
九
月
一
一
日

の
　
「
米
国
に
お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
」
　
以
降
、

世
界
各
国
で
テ
ロ
対
策
が
強
化
さ
れ
て
い
る
一
方

ザルカウィ（写真右）を追悼する声明を述べるアル・カーイダ

幹部アイマン・アル・ザワヒリ（6月）（時事）

で
、
英
国
に
お
い
て
大
規
模
な
テ
ロ
計
画
が
摘
発
さ

れ
た
ほ
か
、
イ
ン
ド
、
エ
ジ
プ
ト
等
世
界
各
地
で
イ

ス
ラ
ム
過
激
派
の
関
与
が
疑
わ
れ
る
大
規
模
・
無
差

別
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
に
よ
る
テ
ロ
の
脅
威
は
依
然
と

し
て
高
い
状
況
に
あ
り
、
中
で
も
、
ア
ル
・
カ
ー
イ

ダ
は
、
反
米
ジ
ハ
ー
ド
　
（
聖
戦
）
　
の
象
徴
と
し
て
存

在
し
、
世
界
の
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
引
き
付
け
て
い

ま
す
。
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
は
、
イ
ラ
ク
及
び
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
を
反
米
ジ
ハ
ー
ド
の
主
戦
場
と
位
置
付
け

る
と
と
も
に
、
メ
デ
ィ
ア
等
を
通
じ
て
、
米
国
、
英

国
及
び
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
行
使
を
支
持
し
た
国
々
や

親
米
湾
岸
・
ア
ラ
ブ
諸
国
等
を
非
難
し
、
ま
た
、
レ

バ
ノ
ン
等
の
イ
ス
ラ
ム
勢
力
が
関
係
す
る
紛
争
地
に

係
る
問
題
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
風
刺
画
問
題
、
イ

ス
ラ
ム
教
批
判
と
と
ら
れ
た
ロ
ー
マ
法
王
発
言
等
イ

あ
つ
れ
き

ス
ラ
ム
と
西
欧
的
価
値
観
の
乱
轢
に
伴
う
問
題
等
を

と
ら
え
、
「
十
字
軍
・
シ
オ
ニ
ス
ト
」
　
対
「
イ
ス
ラ

ム
」
　
の
戦
い
と
い
う
構
図
を
強
調
し
て
、
全
世
界
の

あ
お

イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
し
て
ジ
ハ
ー
ド
を
煽
る
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
発
信
し
続
け
て
い
ま
す
。

ムンバイにおける同時多発列車爆破テロ事件（7月、インド）（時事）

現
在
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
の
中
核
　
（
指
導
部
）
　
と

の
関
係
を
有
し
な
い
各
地
の
グ
ル
ー
プ
が
、
ア
ル
・

カ
ー
イ
ダ
の
ジ
ハ
ー
ド
思
想
や
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ

イ
ン
の
声
明
等
に
影
響
を
受
け
て
テ
ロ
を
実
行
す
る

傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
テ
ロ
組
織
は
、
独

自
の
見
地
か
ら
既
存
の
組
織
と
は
別
に
個
々
の
テ
ロ

を
行
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
治
安
対

策
上
、
困
難
な
状
況
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
欧
米
等
の
非
イ
ス
ラ
ム
圏
先
進
諸
国
で
普
通
に

居
住
し
て
き
た
者
が
、
何
ら
か
の
影
響
で
過
激
化
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爆破されたシーア派の聖廟（2月、イラク）（時事）

東
南
ア
ジ
ア
で
は
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
の
活

動
が
依
然
と
し
て
活
発

で
す
。
ア
ル
・
カ
ー
イ

ダ
と
関
係
を
有
し
、

一
七
年
一
〇
月
に
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
に

お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ

事
件
　
（
邦
人
一
人
を
含

む
二
三
人
が
死
亡
）
　
を

敢
行
し
た
ジ
エ
マ
ア
・

イ
ス
ラ
ミ
ア
は
多
く
の

メ
ン
バ
ー
が
拘
束
・
殺

害
さ
れ
、
組
織
的
な
打

し
、
居
住
し
て
い
る
国
内
で
、

あ
る
い
は
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
が
標
的
と
し
て
い
る
国
の
権
益
を
狙
っ
て
テ

ロ
を
起
こ
す
、
い
わ
ゆ
る
　
「
ホ
ー
ム
グ
ロ
ー
ン
」
　
の

テ
ロ
リ
ス
ト
が
各
国
で
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。イ

ラ
ク
で
は
、
一
八
年
二
月
下
旬
の
シ
ー
ア
派
聖

び
ょ
う廟

爆
破
事
件
に
端
を
発
す
る
ス
ン
ニ
派
と
シ
ー
ア
派

の
宗
派
間
対
立
に
沈
静
化
の
兆
し
が
み
え
ず
、
六
月

の
米
軍
に
よ
る
　
「
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
」
　
の
イ
ラ
ク
に

お
け
る
指
導
者
と
さ
れ
る
ア
ブ
・
ム
サ
ブ
・
ア
ル
・

ザ
ル
カ
ウ
ィ
の
殺
害
以
降
も
、
治
安
改
善
の
見
通
し

は
立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

撃
を
受
け
て
い
る
と
み
ら
れ
ま
す
が
、
上
記
バ
リ
島

事
件
に
も
関
与
し
た
と
さ
れ
る
ヌ
ル
デ
ィ
ン
・
モ
ハ

メ
ド
・
ト
ッ
プ
等
の
主
要
幹
部
が
逃
亡
中
で
あ
り
、

そ
の
脅
威
は
依
然
と
し
て
高
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
南
部
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
を
中
心
に
、

ジ
エ
マ
ア
・
イ
ス
ラ
ミ
ア
と
ア
ブ
・
サ
ヤ
フ
・
グ
ル

ー
プ
、
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム
解
放
戦
線
の
反
主
流
派
等

と
の
連
携
強
化
が
進
ん
で
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。欧

州
で
は
、
一
八
年
七
月
に
、
ド
イ
ツ
で
、
レ
バ

ノ
ン
入
学
生
等
に
よ
る
列
車
爆
破
未
遂
事
件
が
発
生

し
、
同
年
八
月
に
は
、
英
国
当
局
が
、
米
国
行
き
の

複
数
の
航
空
機
を
飛
行
中
に
爆
破
す
る
同
時
多
発
テ

ロ
計
画
の
情
報
を
入
手
し
、
実
行
を
事
前
に
阻
止
し

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
エ
ジ
プ
ト
で
は
、
同
年
四
月
に
、
シ

ナ
イ
半
島
の
リ
ゾ
ー
ト
地
ダ
ハ
ブ
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
カ
フ
ェ
に
お
い
て
、
連
続
三
回
の
爆
弾
テ

ロ
事
件
が
発
生
し
、
少
な
く
と
も
一
八
人
が
死
亡
し

ま
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
、
同
年
七
月
に
、
ム
ン
バ
イ

に
お
い
て
、
七
本
の
列
車
に
対
す
る
連
続
爆
弾
テ
ロ

事
件
が
発
生
し
、
一
八
六
人
が
死
亡
し
ま
し
た
。
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アル・カーイダのビデオ声明に登場した米国人テロリスト

（7月）（時事）

国
に
不
法
に
入
出
国
を
繰
り
返
し
、
我
が
国
に

潜
伏
し
て
い
た
実
態
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。ま

た
、
一
七
年
七
月
の
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
に

お
け
る
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
の
よ
う
に
、
欧
米

等
の
非
イ
ス
ラ
ム
圏
先
進
諸
国
で
普
通
に
居
住

し
て
き
た
者
が
過
激
化
し
て
テ
ロ
を
引
き
起
こ

す
例
も
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

我
が
国
内
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
諸
国
か
ら
の
入

国
者
が
多
数
滞
在
し
て
各
地
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

我
が
国
の
権
益
等
が
直
接
の
標
的
で
は
な
い
場
合
で

あ
っ
て
も
、
海
外
に
い
る
邦
人
が
テ
ロ
に
巻
き
込
ま

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

二
〇
年
に
は
、
我
が
国
に
お
い
て
主
要
国
首
脳
会

議
　
（
サ
ミ
ッ
ト
）
　
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
主
要

国
の
首
脳
が
一
堂
に
会
す
る
サ
ミ
ッ
ト
は
、
テ
ロ
リ

ス
ト
に
と
っ
て
格
好
の
攻
撃
対
象
で
あ
り
、
サ
ミ
ッ

ト
開
催
の
機
会
を
ね
ら
っ
て
我
が
国
が
テ
ロ
の
標
的

と
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

を
形
成
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
後
、

イ
ス
ラ
ム
過
激
派

二
　
我
が
国
へ
の
国
際
テ
ロ
の
脅
威

イ
ス
ラ
ム
過
激
派
を
中
心
と
し
た
国
際
テ
ロ
の
脅

威
が
高
ま
る
中
、
我
が
国
は
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
を

始
め
と
す
る
イ
ス
ラ
ム
過
激
派
か
ら
米
国
の
同
盟
国

と
み
な
さ
れ
て
お
り
、
オ
サ
マ
・
ビ
ン
ラ
デ
ィ
ン
や

ア
イ
マ
ン
・
ア
ル
・
ザ
ワ
ヒ
リ
と
さ
れ
る
者
が
発
し

た
声
明
等
に
お
い
て
、
テ
ロ
の
標
的
と
し
て
名
指
し

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
我
が
国
に
は
、
イ
ス
ラ
ム

過
激
派
が
テ
ロ
の
対
象
と
し
て
き
た
米
国
関
連
施
設

が
多
数
存
在
し
、
こ
れ
ら
を
標
的
と
し
た
テ
ロ
が
発

生
す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
ア
ル
・
カ
ー
イ
ダ
関
係
者
が
我
が

が
、
こ
う
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
悪
用

し
、
資
金
や
資
機
材
の

調
達
を
図
る
と
と
も

に
、
様
々
な
機
会
を
通

じ
て
若
者
等
の
過
激
化

に
関
与
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
海
外
に
お

い
て
、
現
実
に
我
が
国

の
国
民
や
権
益
が
テ
ロ

の
標
的
と
な
る
事
案
が

発
生
し
て
い
る
ほ
か
、

我が国に潜伏していたアル・カーイダ関係者（時事）
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『

二

三
　
日
本
赤
軍
及
び
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ
等
の
動

向（
〓
　
日
本
赤
軍

最
高
幹
部
・
重
信
房
子
は
、
公
判
中
の
一
三
年
四

月
、
獄
中
か
ら
日
本
赤
軍
の
解
散
を
宣
言
し
、
同
年

五
月
、
日
本
赤
軍
も
組
織
と
し
て
こ
れ
を
追
認
し
ま

し
た
。
し
か
し
、
同
年
一
二
月
に
は
、
新
組
織
「
連

帯
」
を
立
ち
上
げ
、
事
実
上
、
日
本
赤
軍
の
継
承
組

織
と
し
て
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

現
在
、
日
本
赤
軍
は
、
組
織
の
再
編
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
逃
亡
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
支
援
等
の
た

め
の
海
外
に
お
け
る
新
た
な
活
動
拠
点
の
構
築
を
模

索
し
て
い
る
ほ
か
、
パ
レ
ス
チ
ナ
と
の
連
携
等
を
名

目
に
組
織
の
拡
大
を
図
っ
て
い
る
も
の
と
み
ら
れ
、

テ
ロ
組
織
と
し
て
の
性
格
を
依
然
と
し
て
堅
持
し
て

お
り
、
そ
の
危
険
性
に
変
化
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
う

し
た
現
況
か
ら
、
彼
ら
が
掲
げ
る
反
帝
国
・
反
資
本

主
義
に
基
づ
き
、
獄
中
メ
ン
バ
ー
の
奪
還
等
を
目
的

と
し
た
国
際
テ
ロ
事
件
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
は
否

定
で
き
ま
せ
ん
。
警
察
は
、
今
後
と
も
、
国
内
外
に

お
け
る
日
本
赤
軍
支
援
者
の
動
向
に
も
特
段
の
注
意

を
払
い
つ
つ
、
逃
亡
中
の
七
人
の
構
成
員
の
早
期
発

見
、
逮
捕
に
向
け
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

三
）
　
「
よ
ど
号
」
グ
ル
ー
プ

「
よ
ど
号
」
犯
人
九
人
の
う
ち
二
人
が
既
に
逮
捕

さ
れ
た
ほ
か
、
リ
ー
ダ
ー
の
田
宮
高
麿
ら
二
人
が
北

朝
鮮
で
死
亡
し
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、

北
朝
鮮
に
残
留
し
て
い
る
の
は
、
小
西
隆
裕
ら
五
人

と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
一
人
は
死
亡
し
た

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
真
偽
は
確
認
で
き
て
い
ま
せ

ん
。
子
女
に
つ
い
て
は
、
一
三
年
五
月
か
ら
現
在
ま

で
に
一
九
人
が
帰
国
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
帰
国

し
た
妻
五
人
は
、
全
員
旅
券
法
違
反
等
で
逮
捕
さ
れ
、

有
罪
が
確
定
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
一
四
年
三
月
、
「
よ
ど
号
」
犯
人
の
元
妻

が
「
田
宮
高
麿
の
指
示
で
、
私
が
有
本
恵
子
さ
ん
を

だ
ま騙

し
、
北
朝
鮮
に
連
れ
出
し
た
」
と
証
言
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
「
よ
ど
号
」
　
グ
ル
ー
プ
が
日
本
人
拉
致

に
深
く
関
与
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
警

察
は
、
同
年
九
月
、
有
本
恵
子
さ
ん
に
対
す
る
結
婚

目
的
誘
拐
の
容
疑
で
、
魚
本
　
（
旧
姓
・
安
部
）
　
公
博

の
逮
捕
状
を
取
得
し
、
同
年
一
〇
月
、
国
際
手
配
を

行
い
ま
し
た
。

国際手配中のハイジャック犯人

昭和45年3月31日
日航機「よど号」を
乗っ取り、北朝鮮
に渡った国外逃亡
犯人です。

［二重盍亟］
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日
警
察
の
対
応

l
　
情
報
収
集
と
捜
査
の
徹
底
等

国
際
テ
ロ
は
発
生
す
れ
ば
多
く
の
犠
牲
が
出
る
こ

と
か
ら
、
対
策
の
要
諦
は
、
そ
の
未
然
防
止
に
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
外
国
治
安
情
報
機
関
等
と

の
情
報
交
換
を
す
る
な
ど
、
幅
広
い
情
報
を
収
集
し
、

そ
れ
を
的
確
に
分
析
し
て
諸
対
策
に
活
用
す
る
こ
と

が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
テ
ロ
は
極
め
て
秘
匿
性
の

高
い
行
為
で
あ
り
、
テ
ロ
の
実
行
に
向
け
た
準
備
は

秘
密
裏
に
行
わ
れ
る
た
め
、
収
集
さ
れ
る
関
連
情
報

の
ほ
と
ん
ど
は
断
片
的
な
も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

個
々
の
情
報
か
ら
の
み
で
は
そ
の
真
偽
や
情
報
と
し

て
の
価
値
を
判
断
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
情
報

の
蓄
積
と
総
合
的
な
分
析
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
警
察
で
は
、
警
察
庁
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム

対
策
課
を
中
心
に
外
国
治
安
情
報
機
関
等
と
の
連
携

を
一
層
緊
密
化
す
る
な
ど
、
テ
ロ
関
連
情
報
の
収

集
・
分
析
活
動
を
強
化
し
て
い
る
ほ
か
、
収
集
し
た

情
報
の
総
合
的
な
分
析
結
果
を
活
用
し
、
不
審
点
の

徹
底
解
明
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
警
察
は
、
国
外
で
邦
人
や
我
が
国
の
権
益

に
関
係
す
る
重
大
テ
ロ
事
件
が
発
生
し
た
場
合
等

に
、
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
緊
急
展
開
班
（
T
R
T
・
2
‥

T
e
r
r
O
r
i
s
m
R
e
s
p
O
n
S
e
T
e
a
m
・
T
a
c
t
i
c
a
－
W
i
n
g
訐
r

○
く
e
r
S
e
a
S
）
　
を
派
遣
し
、
当
該
事
案
に
関
す
る
情
報

収
集
、
現
地
当
局
に
対
す
る
捜
査
活
動
支
援
等
を
行

っ
て
い
ま
す
。

二
　
水
際
対
策
の
強
化

周
囲
を
海
に
囲
ま
れ
た
我
が
国
で
は
、
国
際
空

港
・
港
湾
に
お
い
て
出
入
国
審
査
、
輸
出
入
貨
物
の

検
査
等
の
水
際
対
策
を
的
確
に
推
進
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
政
府
は
、
一
六
年
一
月
、
内
閣
官
房
に
空

港
・
港
湾
水
際
危
機
管
理
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
関
係

行
政
機
関
等
が
行
う
水
際
対
策
の
強
化
に
必
要
な
調

整
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
際
空
港
・
港
湾
に

配
置
さ
れ
た
空
港
・
港
湾
危
機
管
理
　
（
担
当
）
　
官
を

中
心
に
、
関
係
機
関
が
連
携
し
て
各
種
訓
練
の
実
施
、

施
設
警
備
に
係
る
改
善
等
に
取
り
組
み
、
多
く
の
成

果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
テ
ロ
リ
ス
ト
等
の
入
国
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

顔
情
報
、
虹
彩
、
指
紋
等
の
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス

（
生
体
情
報
）
　
を
活
用
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。
同

年
六
月
、
犯
罪
対
策
閣
僚
会
議
の
幹
事
会
の
下
に
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
設
置
さ
れ
、
関
係
省
庁
が
連
携

し
、
バ
イ
オ
メ
ト
リ
ク
ス
を
活
用
し
た
出
入
国
管
理

を
推
進
す
る
た
め
、
制
度
の
在
り
方
や
技
術
の
高
度

化
等
に
関
す
る
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
上
陸
審
査
時
に
特
別
永
住
者
等
を
除
く
外

国
人
に
指
紋
等
の
個
人
識
別
情
報
の
提
供
を
義
務
付

け
る
こ
と
等
を
内
容
と
す
る
出
入
国
管
理
及
び
難
民

認
定
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
、
一
八
年
五

月
、
第
一
六
四
回
国
会
に
お
い
て
成
立
し
、
一
九
年

中
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

三
　
関
係
省
庁
と
の
緊
密
な
連
携

テ
ロ
対
策
に
万
全
を
期
す
る
た
め
、
警
察
で
は
、

関
係
省
庁
と
の
緊
密
な
連
携
に
努
め
て
い
ま
す
。

4　テロ資金を封じるための対策の強化

⑪　FATF勧告の完全実施に向けた取組み

5　重要施設等の安全を高めるための対策の強化

⑫情勢緊迫時における重要施設等の警備強化

⑬　空港及び原子力関連施設の制限区域への立入者の適格性チェック

⑭核物質防護対策の強化

⑮スカイ・マーシャル（警察官による航空機警乗）の導入

6　テロリスト等に関する情報収集能力の強化等

⑯　関係機関が一体となったテロ関連情報の収集の強化等

1テロリストを入国させないための対策の強化
①入国審査時等における外国人の指紋採取等
②テロリストに対する入国規制
③航空機等の長による乗員乗客名簿の事前提出の義務化
④ICPOの紛失・盗難旅券データベースの活用
⑤航空会社等による乗客の旅券確認の義務化
⑥　東南アジア等への文書鑑識指導者の派遣等

2　テロリストを自由に活動させないための対策の強化

⑦旅館業者による外国人宿泊客の本人確認の強化等

3　テロに使用されるおそれのある物質の管理の強化

⑧　生物テロに使用されるおそれのある病原性微生物等の管理強化

⑨爆弾テロに使用されるおそれのある爆発物の原料の管理強化

⑩爆発物等を輸入禁制品にすることによる輸入管理の強化
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こ
う
し
た
中
、
一
六
年
一
二
月
、
政
府
の
国
際
組

織
犯
罪
等
・
国
際
テ
ロ
対
策
推
進
本
部
に
お
い
て

「
テ
ロ
の
未
然
防
止
に
関
す
る
行
動
計
画
」
　
が
策
定

さ
れ
、
関
係
省
庁
が
連
携
し
て
テ
ロ
の
未
然
防
止
の

た
め
の
諸
対
策
を
実
施
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
同
計
画
に
お
い
て
、
今
後
速
や
か
に
講
ず
べ

き
テ
ロ
の
未
然
防
止
対
策
と
さ
れ
た
計
一
六
項
目
の

う
ち
、
ス
カ
イ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
導
入
等
の
一
四
項

目
が
既
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

警
察
庁
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
関
係
省
庁
と
の

間
で
情
報
交
換
を
行
う
な
ど
緊
密
に
連
携
し
っ
つ
、

諸
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

防
衛
省
・
自
衛
隊
と
は
、
平
素
か
ら
緊
密
な
情
報

交
換
を
行
う
と
と
も
に
、
重
大
テ
ロ
等
が
発
生
し
た

場
合
に
備
え
た
対
処
態
勢
の
強
化
を
図
っ
て
い
ま

す
。こ

れ
ま
で
に
治
安
出
動
に
関
す
る
防
衛
大
臣
と
国

家
公
安
委
員
会
委
員
長
と
の
協
定
に
基
づ
き
、
各
都

道
府
県
警
察
と
こ
れ
に
対
応
す
る
陸
上
自
衛
隊
の
師

団
等
と
の
間
で
　
「
治
安
出
動
の
際
に
お
け
る
治
安
の

維
持
に
関
す
る
現
地
協
定
」
を
締
結
し
、
武
装
工
作

員
等
事
案
を
想
定
し
た
治
安
出
動
に
係
る
共
同
図
上

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
成
果
等
を
踏
ま
え
、

「
治
安
出
動
の
際
に
お
け
る
武
装
工
作
員
等
事
案
へ

の
共
同
対
処
の
た
め
の
指
針
」
を
作
成
す
る
と
と
も

に
、
各
都
道
府
県
警
察
と
こ
れ
に
対
応
す
る
陸
上
自

衛
隊
の
師
団
等
と
の
間
で
、
「
治
安
出
動
の
際
に
お

け
る
武
装
工
作
員
等
事
案
へ
の
共
同
対
処
マ
ニ
ュ
ア

ル
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

自衛隊との共同実動訓練（四国）

ま
た
、
共
同
図
上
訓
練
に
続
き
、
一
七
年
一
〇
月

に
北
海
道
警
察
と
陸
上
自
衛
隊
北
部
方
面
隊
と
の
間

で
、
一
八
年
一
〇
月
に
香
川
、
徳
島
、
愛
媛
及
び
高

知
県
警
察
と
陸
上
自
衛
隊
第
一
四
旅
団
と
の
間
で
、

同
年
一
一
月
に
福
岡
県
警
察
と
陸
上
自
衛
隊
第
四
師

団
と
の
間
で
、
そ
れ
ぞ
れ
共
同
実
動
訓
練
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
も
各
地
で
こ
れ
ら
の
訓
練
を
重
ね
、

防
衛
省
・
自
衛
隊
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

海
上
保
安
庁
と
は
、
連
携
し
て
原
子
力
発
電
所
等

に
対
す
る
警
戒
警
備
に
当
た
っ
て
お
り
、
原
子
力
発

電
所
等
が
設
置
さ
れ
て
い
る
道
県
に
お
い
て
共
同
訓

練
を
実
施
す
る
な
ど
、
引
き
続
き
海
上
保
安
庁
と
の

緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い
ま
す
。

四
　
重
要
施
設
等
の
警
戒

警
察
で
は
、
原
子
力
発
電
所
や
内
閣
総
理
大
臣
官

邸
等
我
が
国
重
要
施
設
、
米
国
関
連
施
設
、
鉄
道
等

公
共
交
通
機
関
等
に
対
し
、
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

警
戒
警
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

一
八
年
七
月
の
北
朝
鮮
に
よ
る
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の

発
射
や
同
年
一
〇
月
の
北
朝
鮮
に
よ
る
地
下
核
実
験

実
施
の
発
表
を
受
け
、
警
備
諸
対
策
を
推
進
す
る
と

と
も
に
、
我
が
国
重
要
施
設
等
に
対
す
る
警
戒
の
更

J R成田空港駅の警戒警備活動（千葉）
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な
る
徹
底
を
図
る
な
ど
、
情
勢
に
応
じ
た
的
確
な
警

戒
警
備
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
鉄
道
等
公
共
交
通
機
関
の
警
戒
に
当
た
っ

て
は
、
国
土
交
通
省
等
の
関
係
機
関
や
事
業
者
等
と

の
緊
密
な
連
携
の
確
保
に
努
め
て
お
り
、
国
土
交
通

省
と
事
業
者
等
が
メ
ン
バ
ー
と
な
っ
て
設
置
さ
れ
て

い
る
鉄
道
テ
ロ
対
策
連
絡
会
議
に
警
察
庁
が
オ
ブ
ザ

ー
バ
ー
と
し
て
参
画
し
、
必
要
な
ア
ド
バ
イ
ス
や
情

報
交
換
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

五
　
生
物
化
学
テ
ロ
対
策

警
察
で
は
、
生
物
化
学
テ
ロ
の
未
然
防
止
を
図
る

た
め
、
関
連
物
質
の
不
自
然
な
取
引
等
に
関
す
る
情

報
収
集
、
盗
難
防
止
対
策
等
の
指
導
、
生
物
・
化
学

NBCテロ対応専門部隊の訓練

剤
の
空
中
散
布
に
使
用
さ
れ
る
お
そ
れ
の
あ
る
小
型

航
空
機
の
盗
難
防
止
対
策
、
保
健
・
医
療
機
関
等
と
の

緊
密
な
連
携
等
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
万
一
、
生
物
化
学
テ
ロ
が
発
生
し
た
場
合

に
迅
速
・
的
確
な
現
場
対
処
を
図
る
た
め
、
九
都
道

府
県
警
察
　
（
北
海
道
、
宮
城
、
警
視
庁
、
千
葉
、
神

奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
広
島
、
福
岡
）
　
に
、
高
度
な

装
備
資
機
材
を
配
備
し
た
N
B
C
テ
ロ
対
応
専
門
部

隊
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
こ
の
専
門
部
隊
が
置
か

れ
て
い
な
い
府
県
警
察
に
は
、
必
要
な
装
備
資
機
材

を
配
備
し
た
N
B
C
テ
ロ
対
策
班
を
設
置
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
部
隊
は
、
平
素
か
ら
、
装
備
資
機
材

の
充
実
強
化
、
実
戦
的
訓
練
の
実
施
等
に
よ
り
対
処

能
力
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

六
　
特
殊
部
隊
等
の
充
実
強
化

警
察
で
は
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
、
重
要
施
設
占
拠
事

案
等
の
重
大
テ
ロ
事
件
等
の
際
に
出
動
し
、
こ
れ
を

鎮
圧
す
る
た
め
の
特
殊
部
隊
　
（
S
A
T
‥
S
p
e
c
i
a
－

A
s
s
a
u
－
t
 
T
e
a
m
）
　
を
八
都
道
府
県
警
察
　
（
北
海
道
、

警
視
庁
、
千
葉
、
神
奈
川
、
愛
知
、
大
阪
、
福
岡
、

沖
縄
）
　
に
設
置
し
て
い
ま
す
。
S
A
T
は
、
ラ
イ
フ

ル
銃
、
自
動
小
銃
、
特
殊
障
光
弾
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
を
保
有
し
、
実
戦
的
な
訓
練
を
重
ね
、
部
隊
活
動

能
力
の
充
実
強
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
全
国
の
機
動
隊
に
は
銃
器
対
策
部
隊
が
設

置
さ
れ
て
お
り
、
重
要
施
設
の
警
戒
警
備
を
行
っ
て

特殊部隊（SAT）の訓練

い
る
ほ
か
、
銃
器
等
を
使
用
し
た
事
案
が
発
生
し
た

場
合
に
は
そ
の
対
処
に
当
た
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
銃
器
対
策
部
隊
は
、
サ
ブ
マ
シ
ン
ガ
ン
、
ラ
イ

フ
ル
銃
、
防
弾
衣
、
防
弾
盾
、
耐
弾
・
耐
爆
仕
様
の

樽
型
警
備
車
等
を
保
有
し
て
い
ま
す
。

七
　
ス
カ
イ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
運
用

警
察
で
は
、
一
六
年
一
二
月
に
開
催
さ
れ
た
国
際

組
織
犯
罪
等
・
国
際
テ
ロ
対
策
推
進
本
部
の
決
定
を

踏
ま
え
、
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
対
策
を
強
化
す
る
た
め
、

国
土
交
通
省
等
の
関
係
省
庁
や
航
空
会
社
と
緊
密
に

連
携
し
て
、
ス
カ
イ
・
マ
ー
シ
ャ
ル
の
的
確
な
運
用

を
図
っ
て
い
ま
す
。
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八
　
武
力
攻
撃
事
態
等
へ
の
対
処

武
力
攻
撃
事
態
等
や
緊
急
対
処
事
態
へ
の
対
処
に

つ
い
て
は
、
平
素
か
ら
の
備
え
が
重
要
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
都
道
府
県
警
察
は
、
武
力
攻
撃
事
態
等
に
お

け
る
国
民
の
保
護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律
に

基
づ
く
都
道
府
県
や
市
町
村
の
国
民
保
護
計
画
の
作

成
・
変
更
作
業
に
積
極
的
に
参
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
武
力
攻
撃
事
態
等
や
緊
急
対
処
事
態
に
お

い
て
、
国
民
保
護
措
置
等
を
迅
速
か
つ
的
確
に
実
施

で
き
る
よ
う
内
閣
官
房
や
各
都
道
府
県
が
主
催
す
る

国
民
保
護
訓
練
　
（
一
八
年
一
〇
月
の
福
岡
県
の
図
上

訓
練
、
同
年
一
一
月
の
鳥
取
県
の
実
動
訓
練
等
）
　
に

関
係
機
関
と
共
に
参
加
し
、
被
害
情
報
等
の
収
集
、

住
民
の
避
難
要
領
等
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
な
ど
、

事
態
発
生
時
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
に

努
め
て
い
ま
す
。

九
　
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策

情
報
シ
ス
テ
ム
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
深
く
浸
透
し
て
い
る

状
況
の
下
、
多
数
の
ウ
ェ
ブ
サ
ー
バ
に
対
し
て
サ
イ

バ
ー
攻
撃
が
敢
行
さ
れ
る
事
案
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
重
要
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
等
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
に
対
し
て
行
わ
れ
れ
ば
、

国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
大
き
な
被
害
を
与
え

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
警
察
庁
に
　
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
推

進
室
」
　
や
　
「
サ
イ
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
」
　
（
注
）
　
を
、
各

都
道
府
県
警
察
に
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の

未
然
防
止
に
努
め
る
と
と
も
に
、
事
案
が
発
生
し
た

場
合
に
は
、
被
害
拡
大
防
止
及
び
事
件
検
挙
に
当
た

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

（
注
）
　
サ
イ
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
は
、
特
に
高
度
な
技
術

を
備
え
た
職
員
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
二
四

時
間
体
制
で
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
予
兆
の
把

握
や
事
案
の
早
期
認
知
に
努
め
て
い
ま
す
。

サイバーフォース

l
 
O
　
国
際
協
力
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み

国
際
テ
ロ
対
策
は
、
国
際
社
会
が
直
面
す
る
重
要

か
つ
喫
緊
の
課
題
で
あ
り
、
世
界
各
国
の
連
携
・
協

力
が
必
要
で
す
。
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
G
8
や
国

連
等
の
場
に
お
い
て
、
政
府
首
脳
間
、
治
安
担
当
大

臣
間
、
警
察
機
関
相
互
間
等
で
諸
対
策
の
活
発
な
議

論
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
警
察
庁
も
、
こ
れ
ら
国
際
会

議
に
積
極
的
に
出
席
し
て
お
り
、
一
八
年
六
月
に
ロ

シ
ア
で
開
催
さ
れ
た
　
「
G
8
司
法
内
務
閣
僚
会
合
」

に
は
、
警
察
庁
次
長
が
出
席
し
、
テ
ロ
対
策
や
国
際

組
織
犯
罪
対
策
に
つ
い
て
の
我
が
国
の
取
組
み
状
況

を
発
表
す
る
と
と
も
に
、
共
同
声
明
や
行
動
計
画
の

起
草
に
参
画
し
ま
し
た
。

ま
た
、
警
察
庁
で
は
、
テ
ロ
事
件
の
捜
査
技
術
に

関
す
る
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
を
積
極
的
に
行
う
た
め
、

七
年
度
以
降
、
国
際
協
力
機
構
　
（
1
I
C
A
）
　
と
の

共
催
に
よ
り
、
開
発
途
上
国
の
テ
ロ
対
策
担
当
者
を

招
致
し
、
「
国
際
テ
ロ
事
件
捜
査
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
て
い
る
ほ
か
、
テ
ロ
対
策
に
関
す
る
地
域
協
力

を
推
進
す
る
た
め
、
八
年
度
以
降
、
外
務
省
と
の
共

催
に
よ
り
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
等
か
ら
テ
ロ
対
策
担

当
者
を
招
き
、
「
地
域
テ
ロ
対
策
協
議
」
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
我
が
国
は
、
国
際
連
合
安
全
保
障
理
事

会
決
議
第
一
三
七
三
号
等
で
求
め
ら
れ
て
い
る
テ
ロ

リ
ス
ト
等
の
資
産
凍
結
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
警
察
庁
は
、
機
動
的
な
資
産
凍
結
の
実
施
の

た
め
に
設
置
さ
れ
た
　
「
テ
ロ
リ
ス
ト
等
に
対
す
る
資

産
凍
結
等
に
係
る
関
係
省
庁
連
絡
会
議
」
　
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
我
が
国
で
は
、
五
二
〇
の
テ
ロ
関
連
個

人
・
団
体
を
資
産
凍
結
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

－9－


